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研究成果の概要（和文）：　外傷性脳損傷による高次脳機能障害者の家族介護者の心理社会的適応を促進するために、
いつでも・どこからでもアクセス可能なWebサイトを構築した。家族介護から得たデータと先行研究、文献を基に、サ
イトのコンテンツを作成した。コンテンツには「症状チェック」「高次脳機能障害の症状の解説」「高次脳機能障害の
症状への対応法」「介護する家族のストレス・介護負担のチェック」「介護する家族のストレスマネジメント」「相談
」「ドリル」であった。サイト利用の希望は多いことが分かった。家族介護者の意見によりコンテンツの追加・修正を
行ったことで利用しやすいサイトの構築に至り、好評を得た。

研究成果の概要（英文）：In order to promote the psychosocial adjustment of family caregivers of people wit
h cognitive dysfunction caused by traumatic brain injury, we constructed an accessible Web site from anywh
ere, at any time. We created the Web site based on previous research and literature, and the data obtained
 from family caregivers. There are "Symptom Check", "Explanation of the symptoms of cognitive dysfunction"
, "corresponding method to the symptoms of cognitive dysfunction", "check the stress of meeting the burden
 of family caregivers", "family stress management", "consultation", "exercise". We found a lot of needs fo
r use of the site. By carrying out the addition and modification of the content in the opinion of the fami
ly caregivers, we were able to construct a site that is easy to use. The site is popular.

研究分野：

科研費の分科・細目：

医歯薬学

キーワード： 外傷性脳損傷　高次脳機能障害　家族介護者　Web　遠隔支援　適宜支援

看護学・臨床看護学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)外傷性脳損傷者の家族の状況 
 外傷性脳損傷による高次脳機能障害は、損
傷部位が単一でないため、複雑に組み合わさ
ってみられることが多く、家族介護者の負担
が大きい（Livingston ら，1986）。国内のリ
ハビリテーション病院で治療を受ける患者
の年齢層は、10～20 歳代にピークがあり、退
院後は家族が全面的に介護にあたるケース
が多く（大橋，2000）、家族介護者は障害者
となった家族員とともに社会から孤立して
いく不安を抱えている（永島，2006）ことが
示されている。研究代表者らの研究でも家族
介護者は、受傷後数年間は介護に没頭し、社
会と有機的な関わりを持つことができない
ことが明らかになっている（Ishikawa ら，
2009）。 
(2)外傷性脳損傷者の家族に対する支援の必
要性 
わが国における積極的な高次脳機能障害
者支援は 2000 年以降のことであり、当事者・
家族会への参加や、医療福祉専門職と関わり
をもつことのできない脳損傷者とその家族
が多数潜在していることが予測される。 
家族の対応の仕方が脳損傷者の認知機能
に影響を及ぼすため、リハビリテーションに
家族を含めることが重要であるとの指摘
（Marsh ら，1998）から、家族介護者の障害
像の理解を促進することが必要といえる。家
族教育については、退院時指導で提供された
情報を覚えていないということが報告され
ており（Paterson，2001）、家族介護者が必
要とするときに必要量の情報提供がなされ
るべきである。以上のことから、遠隔支援・
適宜支援のシステムの確立が必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究は外傷性脳損傷患者の家族介護者
に対する Web を用いた遠隔支援・適宜支援方
略を構築し、その効果を明らかにすることを
目的とする。 
 
３．研究の方法 
 外傷性脳損傷者の家族介護者に、Web を用
いて高次脳機能障害、脳損傷者への対処方法、
介護者自身のストレスへの対処方法につい
て情報提供を行い、その効果を評価する。 
 
(1) 研究対象者：在宅で外傷性脳損傷者を介
護する家族。PC 操作が可能な者 10～20 名。 
Web 上、および当事者・家族会を通して参加
者を募集する。 
(2) 研究期間：平成 23 年４月～26 年３月 
(3) 研究方法： 
①Web システムの構築 
 当事者・家族会に参加し、外傷性脳損傷に
よる高次脳機能障害の症状、対応方法に関す
る情報を収集する。「症状チェック」「家族の
方へ」「相談コミュニティー」「コンテンツ・
ダウンロード」の４つのコンテンツを作成す

る。当事者・家族会の会員に試行してもらい、
意見を得てコンテンツの追加・修正を行う。 
②利用者のニーズの把握 
 Web のサイト利用者が利用可能な条件をア
ンケート調査する。 
③Web サイト使用による効果の把握 
サイト利用開始時、その後の「当事者の状
態」「介護者の状態（ストレス状況、介護負
担感、問題解決のためのコミュニケーション
状況）」についてデータを収集する。 
④分析方法 
 利用者のニーズは基本統計量を算出する。
サイト使用による効果は、Friedman test を
用いて分析する。また、当事者の状態と介護
者の状態の関連について相関分析を用いて
分析する。 
⑤倫理的配慮 
 研究者の所属機関で倫理審査を受け、承認
を得る。研究への参加は任意とし、研究に関
する説明後、同意書に署名を得る。サイト利
用は ID・パスワードを用い、サイトのプライ
バシーポリシーに同意を得た上で利用して
もらう。個人情報管理の徹底等を契約で義務
付けた第三者に、サイト使用状況をデータ化
することを依頼し、対象者とデータを照合で
きないようにする。 
 
４．研究成果 
(1) Web システムの構築 
①家族介護者の経験の把握 
Ｓ市にある当事者・家族会に参加し、家族介
護者から当事者の症状、日常生活において困
っていること、対応方法、Web を用いた支援
を受ける際、どのようなことを期待するかに
ついて、フリートーキングしてもらった。 
②コンテンツの作成 
Ｓ市にある当事者・家族会で得た情報、先行
研究、および文献を基に、サイトに掲載する
コンテンツの作成を行った。 
・症状チェック：「毎日の基本的な生活」（食
事、排泄、入浴、着替え、睡眠、会話）、「社
会的活動・管理」（外出、対人関係、受診・
リハビリテーション、仕事、生活の管理）、「生
活全般」の 12 項目に関して、それぞれ、よ
くみられる状態を設定 
・症状と対応方法の解説：13 の症状と対応法
の解説を設定 
・家族介護者のストレスチェック：13 項目を
設定 
・家族介護者の介護負担感：Zarit の介護負
担感尺度日本語短縮版を基に作成 
・家族介護者のストレスマネジメント：スト
レスの原因を書きだす用紙、ストレスの対処
方法を書きだす用紙を設定 
・ストレスの解消法：「リラクゼーションを
行う」「自分の手助けをする」「自分を追い詰
めない」「進歩はゆっくりであることを認識
する」の４項目のストレス解消法を設定 
・負担の緩和方法：「休息をとる」「実施すべ
き項目を抽出し優先順位を設定する」「到達



可能な目標を設定する」「援助を依頼する」
の４項目の負担緩和方法を設定 
・家族内のコミュニケーション：McCubbin ら
（1987）の文献を基に 10 項目のチェックリ
ストを作成 
・相談コミュニティー：メールによる相談、
公開相談、社会資源へのリンク作成 
・コンテンツ・ダウンロード：当事者の訓練
用コンテンツを作成 
③サーバの構築 
 ②のコンテンツを用いてシステムを開発
し、試験的にアクセスして不具合を調整した。 
④コンテンツの追加・修正 
 国内２か所の当事者・家族会で、Web サイ
トの説明を行い、サイトのアクセス方法、デ
ザイン、表現方法、手順などについて意見を
聴取した。その結果に基づき、追加・修正を
行った。 
⑤完成したサイト 
・Home：会員登録を経たユーザーが提供され
た ID／パスワードを用いてサイトへログイ
ンすることにより、利用する。 
 

 
・症状チェック：12 項目の生活場面について
計 144 の設問を設定し、該当するものをチェ
ックする。 
 

 
 12 項目すべてにチェックすることにより、
該当値を積算し、「易疲労性」「注意・集中力
の低下」「記憶障害」「遂行機能障害」「地誌
的障害」「依存性・退行」「意欲・発動性低下」

「感情のコントロール低下」「欲求のコント
ロール低下」「固執性」「対人関係の障害」「病
識の欠如」「抑うつ」の 13 の症状のどれに該
当するか示す。チェックした結果は、履歴と
して残り、経過を確認することができる。ま
た、チェックした結果をプリントアウトして
受診時、医師に提出することができる。 
・症状と対応方法の解説：示された該当する
症状をクリックすると、症状の説明と対応方
法の解説を読むことができる。 
 

 
・家族のストレス：13 項目からなり、「はい」
「いいえ」の２者択一で回答する。「はい」
の該当数が多いことはストレスフルな状況
を示す。 
・ストレスの解消法：ストレスの程度によっ
て解消法を読むことができる。 
・家族の介護負担感：８項目から成り、「全
くない」「あまりない」「どちらでもない」「よ
くある」「非常にある」の５段階の選択肢か
ら回答する。「よくある」「非常にある」の回
答数を指標とし、数が多いほど介護負担感が
強いことを示す。 
・介護負担感の程度によって、緩和方法を読
むことができる。 
・家族内のコミュニケーション：10 項目から
成り、「全くない」「あまりない」「どちらで
もない」「よくある」「非常にある」の５段階
の選択肢から回答する。該当数から、家族内
で問題解決的なコミュニケーションが図れ
ているかを評価する。 
 家族の状態はレーダーチャートにしてフ
ィードバックする。日別で示され、変化を確
認することができる。 
⑥個人情報の取り扱い 
 セキュアな環境を整備しており、ベリサイ
ン社 SSL 証明書を取得している。また、サー
バに関しては専門業者へ委託し、外部からの
攻撃や脆弱性への対策を 24 時間 365 日体制
で管理している。利用者の情報漏洩について
細心の注意と強固なセキュリティ対策を施
している。 
 
(2) 利用者のニーズ 
 作成したサイトを提供するにあたっての
環境整備のため、利用者のニーズを質問紙に



より調査した。 
・調査目的：Web サイト利用に関する利用者
のニーズを明らかにする 
・調査対象：国内の４か所の外傷性脳損傷当
事者・家族会の会員 
・調査時期：2013 年７月 
・調査内容：パソコン周辺機器、Web サイト
の利用希望の有無、利用を希望するサイト
の内容 
・調査方法：当事者・家族会の責任者から調
査用紙を渡してもらい、郵送で回答を得た。
回答は無記名とした。ただし、サイト利用
希望者には別途、連絡先（E メールアドレ
ス）を記載してもらった。 
・調査結果：305 部の調査用紙を配布し、92
件の回答を得た（回収率 30.1％）。以下、
92 件の回答の内訳を示す。 
 
＜自宅でのパソコンの使用＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜インターネットを使用できる環境＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜自宅のパソコンの OS＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＜所持しているパソコン周辺機器＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜スマートフォンの使用＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜サイトの利用希望＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜有料化した場合の許容価格帯＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



＜利用を希望するサイトの内容＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 調査の結果、８割以上の者がパソコンを利
用しており、インターネットに接続可能な状
態であった。また、利用したいと回答した者
も８割近くいた。さらに、半数の者は有料に
なっても利用したいと回答しており、サイト
利用のニーズは高いことが分かった。 
 
・サイト利用までの手続き 
 2013 年７月の利用者のニーズ調査時に、利
用を希望した者 56 名に対し、実際にサイト
を利用するかどうか Eメールで確認した。19
名が希望し、そのうち 13 名がユーザー登録
した。2014 年２月より利用開始となった。 
 
(3) Web サイト使用による効果 
 サイト開設までに時間を要し、実施の利用
開始が遅くなったため、現在、データの収集
を継続している。利用時の状況は以下の通り
である。 
当事者の症状はさまざまであるが、遂行機
能障害の症状を示す割合が多い。家族のスト
レスについては、13 項目中３項目程度にチェ
ックがされているだけで、それほどストレス
を感じてはいないことが分かった。しかし、
介護負担感については８項目中５項目程度
で「よくある」と回答しており、負担感を感
じていた。家族内の問題解決的なコミュニケ
ーションについては「どちらでもない」とい
う回答が多く、問題解決的なコミュニケーシ
ョンはとられていないことが明らかになっ
た。 
利用者の感想は肯定的であり、サイト利用
の効果はあると考える。 
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